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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

原油価格物価高騰等対策を実施します

　現在、世界的に原油や原材料等の価格が高い水準で推移し、市
民生活や経済活動に大きな影響を与えています。
　その影響を受ける事業者等を支援するため、市では国の原油価
格物価高騰等対策を踏まえた補正予算を編成しました。詳しくは
市HPをご覧いただくか、担当課にお問い合わせください。

支援策 内　　　容 問合せ

交通事業者等
支援事業

安定した生活交通を確保するため、事業者の車両維持
費や原油高騰に掛かる費用の一部を支援します。
■支援の概要
　市内に主な事業所を有する以下の事業者
　・路線バス事業者…１台当たり20万円
　・貸切バス事業者…１台当たり10万円
　・タクシー事業者…１台当たり５万円
　・運転代行事業者…１台当たり３万円
■受付期間
　９月30日○金まで

本所地域振興課
☎35‐1191

運送事業者
原油価格

高騰対策事業

安定的な物流を確保するため、市内に本社、支社、営
業所等を置く中小の運送事業者に対し、普通車１台当
たり３万円、軽自動車１台当たり１万円を支援します。
■受付期間
　９月30日○金まで

本所商工課
☎35‐1299

学校給食費
物価高騰対策事業

学校給食費の値上げによらずに、学校給食摂取基準に
添った献立内容を維持するため、材料費の高騰分を市
が負担します。

学校給食センター
☎22‐0411

保育所等副食費
物価高騰対策事業

保育所等が提供する副食について、値上げによらずに
献立内容を維持するため、施設に対して食材費の支援
を行います。

本所子育て推進課
☎35‐1291

詳しくは市HP

（54）

　

平
成
18
年
4
月
か
ら
3
年
間
米
国
で
働
く

機
会
が
あ
り
、
そ
の
際
、
価
値
観
の
違
い
に

驚
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
性
差
に
よ
る
差
別

が
禁
止
さ
れ
男
性
と
女
性
が
平
等
に
扱
わ
れ

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
米
国
で
は
年

齢
に
よ
っ
て
就
業
に
制
限
を
加
え
る
こ
と
が

差
別
に
当
た
る
と
い
う
の
だ
。
日
本
で
は
当

た
り
前
の
定
年
退
職
が
、
当
た
り
前
で
は
な

い
社
会
。
米
国
で
は
働
く
能
力
が
あ
る
の
に

年
齢
を
理
由
に
雇
用
を
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と

が
不
当
な
差
別
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

7
月
4
日
の
部
長
会
議
で
は
、
私
自
身
が

指
摘
を
受
け
て
い
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題

を
含
む
働
き
方
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る

対
応
に
関
す
る
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た

こ
と
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
認
識
、
理
解
し
、

私
自
身
は
も
ち
ろ
ん
み
ん
な
で
変
わ
っ
て
い

こ
う
と
い
う
趣
旨
の
お
話
を
し
た
。
部
長
会

議
の
会
合
の
持
ち
方
自
体
も
働
き
方
改
革
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
っ
た
。
形
式
的
な
会
議

か
ら
よ
り
実
質
的
な
会
議
へ
、
限
ら
れ
た
時

間
を
効
果
的
に
使
い
、
成
果
を
上
げ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

も
っ
と
活
発
に
意
見
交
換
が
で
き
る
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
な
い
明
る
く
働
き
や
す
い
職
場

へ
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
変
わ
っ
て
い
く
。

職
場
環
境
を
良
く
す
る
た
め
に
、
上
司
も
部

下
も
、
同
僚
も
、
力
を
合
わ
せ
て
市
民
の
皆
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　奨学金等を利用して大学等に進学し、現在県外に居住している鶴岡市出身者等が、今後市内に居住・就
業した場合に、奨学金の返済を支援します。

現在、市外にいる社会人の方が対象です。利用を希望する方を募集します�

つるおかエール奨学金返済支援制度【社会人応募枠】
■申本所政策企画課☎☎35‐1184

■申請書類
　�本市への申請書類のほか、やまがた就職
促進奨学金返還支援事業（Ｕターン促進
枠）への申請に必要な書類等
■募集期間
　８月31日○水午後５時まで

※�詳細は市HPに掲載の
募集要項をご覧くだ
さい。

■支援額
　奨学金等の返済残額相当額（上限：４万2,000円 ×12か月×正規の修学年数）
■対象者
　次の（１）～（７）全てに該当する方
　（１）35歳以下（昭和62年４月２日以降生まれ）である
　（２）大学等卒業後、県外での就業実績がある
　（３）申請時点で県外に居住し、かつ県内で就業していない
　（４）市内出身者で大学等を卒業した、もしくは市外出身者で庄内地域の大学等を卒業した
　（５）日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、鶴岡市育英奨学金のいずれかを利用し、返済残額がある
　（６）申請日以降、来年10月31日までに市内に居住・就業し、３年以上継続する見込みである（公務員を除く）
　（７）県が行うやまがた就職促進奨学金返還支援事業（Ｕターン促進枠）へ応募する

■支援の流れ

県外に居住している方�
鶴岡に戻る前に申請

来年10月31日までに
市内に居住・就業

市内に居住・就業
してから３年経過

支援金給付
（10年間分割）

市HPはこちら

やまがた就職促進奨学金返還支援事業 
（Ｕターン促進枠）

　若者の地元回帰・定着を促進するため、県と市が連携
し、対象者の奨学金の返還を支援します。
■��主な要件　〇35歳以下（昭和62年４月２日以降生ま
れ）である　〇大学等卒業後、県外での就業実績があ
る　〇申請時点で県外に居住し、かつ県内で就業して
いない　〇日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、鶴
岡市育英奨学金のいずれかを利用し、返還残額がある
〇申請日以降、来年10月31日までに市内に居住・就
業し、５年以上継続する見込みである（公務員を除く）
■�支援額　県内に居住・就業後３年の間に貸与機関に返
還した額（上限：60万円）
■申８月31日○水まで管理課（櫛引庁舎）☎57‐4861へ
■他市HP

様
の
幸
せ
の
た
め
に
働
き
ま
す
。
そ
の
た
め

の
努
力
を
継
続
し
ま
す
。

　

7
月
3
日
、
本
市
で
は
14
年
ぶ
り
に
山
形

県
地
域
史
研
究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
開

催
地
の
市
長
と
し
て
の
祝
辞
の
中
で
、
私
は

本
当
は
歴
史
を
勉
強
し
た
か
っ
た
、
と
い
う

話
を
し
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
大
学
の
農
学

部
に
進
学
し
た
の
は
、
代
々
農
業
で
生
計
を

立
て
て
き
た
父
が
、
農
学
部
以
外
は
進
学
を

認
め
な
い
、
と
言
っ
た
か
ら
だ
っ
た
。
実
際

の
と
こ
ろ
は
野
球
ば
か
り
で
明
確
な
将
来
プ

ラ
ン
も
な
く
、
ろ
く
に
勉
強
し
て
い
な
か
っ

た
私
は
、
父
に
反
論
で
き
な
か
っ
た
の
だ
っ

た
。
そ
の
日
は
村
の
お
宮
の
清
掃
の
日
、
朝

仕
事
を
終
え
た
私
は
、
す
が
す
が
し
い
気
持

ち
で
、
今
も
地
域
の
中
に
息
づ
く
歴
史
、
木

村
堰
か
ら
敵
味
方
を
超
え
て
平
和
を
織
っ
た

遠
藤
虚
籟
ま
で
、
思
い
を
伝
え
た
。

　

安
倍
晋
三
元
首
相
が
凶
弾
に
よ
っ
て
こ
の

世
を
去
っ
た
翌
朝
に
こ
の
文
章
を
書
い
て
い

る
。
政
治
家
の
仕
事
は
時
に
残
酷
だ
。
そ
れ

で
も
夢
が
あ
る
、
と
思
っ
て
い
る
。
歴
史
と

は
、
今
の
価
値
観
で
裁
く
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
と
き
ど
の
よ
う
な
時
代
背
景
で
、
思
い

で
立
ち
向
か
っ
た
か
だ
、
と
学
ん
だ
こ
と
が

あ
る
。
大
学
は
歴
史
で
は
な
く
、
農
業
経
済

を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
と
な
っ
て
は

様
々
な
制
約
が
農
業
・
農
村
の
課
題
に
向
き

合
う
こ
と
を
助
け
て
く
れ
た
し
、
結
果
と
し

て
故
郷
に
帰
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
改
め
て
、
み
ん
な
の
力
を

借
り
て
、
対
話
で
理
解
を
得
る
努
力
を
し
て

歩
ん
で
い
く
。
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鶴岡市平和の集い・資料展
■問本所総務課☎35‐1114

　本市では平成23年に「平和都市」を宣言しています。平和の尊さを再認識し、二度と戦争を起こさない
誓いを新たにしましょう。

■日時・内容　 
▷ステージ発表　■日８月16日○火午後２時　■定70人　■内体験談、ビデオ上映、演奏、
　民話の朗読　■他要申込み
▷資料展　■日８月16日○火～20日○土午前９時～午後５時（16日は午後1時30分から。
　20日は正午まで）　■内戦争に関する資料や青い目の人形の展示
▷ビデオ上映　■日８月20日○土午前９時10分　■定50人　■内戦争に関するビデオ上映
　■他要申込み
■会場　中央公民館　

鶴岡市平和都市宣言
　世界の恒久平和実現は、人類共通の願いです。
　しかし、いまなお武力紛争等により尊い生命が奪われ、世界の平和に大きな脅威がもたら
されています。
　世界唯一の被爆国である日本に住む私たちは、核兵器をはじめとする大量破壊兵器の速や
かな廃絶を訴えます。私たち鶴岡市民は戦争のない永遠の平和と文化の構築を強く決意し、
ここに「平和都市」を宣言します。

詳しくは市HP

鶴岡市職員採用試験【令和５年４月１日採用予定】

■募集職種・受験資格
▷ 初級行政…平成13年４月２日～平成17年４月
１日に生まれた方（４年制大学を卒業した方及
び卒業する見込みの方を除く）

▷ 初級行政（障害者対象）…平成13年４月２日
～平成17年４月１日に生まれた方で、試験申込
日及び試験日当日に有効である障害者手帳（身
体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉
手帳）をお持ちの方（４年制大学を卒業した方
及び卒業する見込みの方を除く）

▷ 技能職…昭和58年４月２日～平成17年４月１
日に生まれた方

▷ 消防士…平成５年４月２日～平成17年４月１
日に生まれ、原則として採用後鶴岡市に居住す
ることができ、普通自動車運転免許（ＡＴ車限
定を除く）を有する方または令和５年４月末ま
でに取得見込みの方

■試験日時・会場
▷１次試験
　９月16日○金～25日○日
　 全国の試験会場（テストセンター）でオンライ
ン受験
▷�２次試験
　 １次試験に合格した方を対象に、10月下旬～
11月上旬に実施予定（オンライン面接で実施
する場合があります）

　・初級行政（障害者対象を含む）、技能職…市　　
　　役所本所
　・消防士…消防本部
■申込み
　・�試験案内は市HP「人事・職員採用」
　　に掲載しています
　・�申込みは８月１日○月～31日○水に市HP「電子申
請」での手続きを原則とします。電子申請が
できない場合はご相談ください

市HPはこちら

■問本所職員課☎35‐1159

係 主な業務 直通電話番号

保健総務係 ・にこ♥ふる貸館
・犬の登録 ☎35‐0146

母子保健係

・各乳幼児健診（４か月、１歳６か月、
３歳）、７か月児健康相談　
・定期予防接種（小児、高齢者）
・妊産婦支援事業

☎35‐0157

成人保健係

・健康診断
・特定健康診査、各種がん検診
・栄養・食生活について

☎25‐2731

・健康相談
・健康教室
・軽トレーニングルーム

☎35‐0149

高齢保健係 ・こころの健康相談
・若者ひきこもり相談 ☎35‐0156
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

健
康
・
福
祉

成
人
の
風
し
ん
抗
体
価
検
査
・

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

　

生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
「
先
天
性
風

し
ん
症
候
群
」
を
予
防
す
る
た
め
、
成
人
の

風
し
ん
抗
体
価
検
査
・
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
期
間　

来
年
３
月
31
日
○金
接
種
分
ま

で　

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方　

①
妊
娠
を
希
望
し

て
い
る
27
歳
～
50
歳
（
令
和
４
年
４
月
１
日

現
在
）
の
女
性　

②
抗
体
価
が
不
十
分
と
判

定
さ
れ
た
①
の
夫
及
び
同
居
家
族　

③
妊
婦

（
抗
体
価
が
不
十
分
ま
た
は
妊
婦
検
診
で
の

風
し
ん
抗
体
価
検
査
結
果
判
定
前
）
の
夫
及

び
同
居
家
族　

■
助
成
額　

全
額
（
市
指
定

医
療
機
関
以
外
で
実
施
し
た
場
合
は
償
還
払

い
〈
上
限
あ
り
〉）　

■申
対
象
②
の
方
は
検
査

結
果
、
対
象
③
の
方
は
母
子
健
康
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
の
上
、
事
前
に
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
　　　　　
35
‐
０
１
５
７
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
次
の
方
は
対
象
外

▽
現
在
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
る　

▽
過
去
に
本
事
業
で
風
し
ん
抗

体
価
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る　

▽
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る　

▽
風
し
ん
予

防
接
種
を
２
回
以
上
受
け
た
こ
と
が
あ
る

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）

任
意
接
種  

償
還
払
い
の
お
知
ら
せ

　

接
種
の
積
極
的
勧
奨
を
差
し
控
え
て
い
た

こ
と
に
よ
っ
て
、子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
の
定
期
接
種
の
機
会
を
逃

し
た
方
で
、
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
自

費
で
接
種
を
受
け
た
方
に
対
し
て
、
接
種
費

用
の
償
還
払
い
（
払
戻
し
）
を
行
い
ま
す
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
平
成
9
年

4
月
2
日
～
平
成
17
年
4
月
１
日
生
ま
れ
の

女
性
の
内
、
令
和
4
年
4
月
1
日
時
点
で
市

内
に
住
民
登
録
が
あ
る　

②
16
歳
と
な
る
年

度
の
末
日
（
高
校
１
年
生
の
３
月
31
日
）
ま

で
に
、
公
費
に
よ
る
接
種
を
計
３
回
受
け
て

い
な
い　

③
17
歳
と
な
る
年
度
の
初
日
（
高

校
２
年
生
の
４
月
１
日
）
か
ら
令
和
４
年
３

月
31
日
ま
で
に
、
国
内
で
子
宮
頸
が
ん
予
防

接
種
（
2
価
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
ま
た
は
4
価

ガ
ー
ダ
シ
ル
）
の
任
意
接
種
を
受
け
、
費
用

を
自
己
負
担
し
た　

④
過
去
に
償
還
払
い
を

受
け
て
い
な
い　

■申
８
月
１
日
○月
～
令
和
7

年
3
月
31
日
○月
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
35
‐
０
１
５
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

へ　

■他
償
還
は
最
大
３
回

分
ま
で
。
助
成
上
限
あ
り
。

市
HP10

月
は
乳
が
ん
撲
滅
月
間（
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
）で
す 

日
曜
日
乳
が
ん
検
診

■日
10
月
16
日
○日　

■
受

付
時
間　

午
前
８
時
30

分
～
９
時
15
分　

■場
荘

内
地
区
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー　

■対
本
市
に
住
民

登
録
の
あ
る
40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性

で
、
職
場
の
が
ん
検
診
が
な
い
方
先
着
20
人　

健康課では、係ごとに直通電話番号を設けています。各係の主な業務と直通電話番号は以下のとおりです。

係 主な業務 直通電話番号

保健総務係 ・にこ♥ふる貸館
・犬の登録 ☎35‐0146

母子保健係

・各乳幼児健診（４か月、１歳６か月、
３歳）、７か月児健康相談　
・定期予防接種（小児、高齢者）
・妊産婦支援事業

☎35‐0157

成人保健係

・健康診断
・特定健康診査、各種がん検診
・栄養・食生活について

☎25‐2731

・健康相談
・健康教室
・軽トレーニングルーム

☎35‐0149

高齢保健係 ・こころの健康相談
・若者ひきこもり相談 ☎35‐0156

健康課（にこ♥ふる）への連絡は直通電話番号をご利用ください
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育
園
等
で
の
勤
務
を
希
望
す
る
方
に
登
録
い

た
だ
き
、
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
施
設
に
情

報
提
供
す
る
こ
と
で
働
き
た
い
方
と
雇
用
し

た
い
施
設
の
橋
渡
し
を
す
る
制
度
で
す
。

■
登
録
で
き
る
職
種　

①
資
格
を
お
持
ち
の

方
…
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
看
護
師
、
准

看
護
師
、
調
理
師
、
栄
養
士
、
小
学
校
教
諭
、

養
護
教
諭
、
子
育
て
支
援
員
、
園
バ
ス
運
転

手　

②
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
方
…
保
育
補

助
、
調
理
補
助
、
事
務
員
、
業
務
員　

■申
▽

市
HP
「
電
子
申
請
」
か
ら
登
録　

▽
本
所
子

育
て
推
進
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
に
設
置
の
「
申
込
書
兼
同
意
書
」（
市
HP

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
と
資
格
証
の
写
し

（
有
資
格
者
の
み
）
を
本
所

子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１

２
９
１
へ
郵
送
ま
た
は
直

接
来
庁
し
て
提
出

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
毎
年
所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送

り
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
本
所
子
育
て
推
進

課
☎
35
‐
１
２
９
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間　

８
月
12
日
○金
～
９
月
13
日
○火

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

毎
年
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

■費
１
、
２
０
０
円　

■申
8
月
19
日
○金
ま
で
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活

保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制

度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

高
齢
者
に
長
寿
の
お
祝
い
を

お
届
け
し
て
い
ま
す

■日
９
月
下
旬
頃
ま
で　

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳

の
方
（
米
寿
。
昭
和
10
年
生
ま
れ
）
…
市
か

ら
賀
詞
（
一
部
地
域
は
贈
呈
済
み
）　

数
え

歳
99
歳
の
方
（
白
寿
。
大
正
13
年
生
ま
れ
）

…
県
知
事
か
ら
賀
詞　

満
１
０
０
歳
の
方

（
大
正
11
年
４
月
１
日
～

大
正
12
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）
…
内
閣
総
理
大
臣
か

ら
祝
状
と
記
念
品　

■問
本

所
長
寿
介
護
課
☎
29
‐
４

１
８
０民

生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
２
民
生
区（
日
出
町
東〈
日
出
二
丁
目
〉）

…
渡
邊
ひ
と
美　

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

子
育
て
・
教
育

保
育
園
等
で
働
き
た
い
方
へ 

「
保
育
士
等
人
材
バ
ン
ク
」登
録
者
募
集

 

「
保
育
士
等
人
材
バ
ン
ク
」
は
、
市
内
の
保

期
間
内
に
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
35
‐
１
２

９
１
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
忘

れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
設
受
付
期
間　

■日
８
月
１
日
○月
～
５
日

○金
午
前
９
時
～
午
後
７
時
、
７
日
○日
午
前
９

時
～
午
後
４
時　

■場
市
役
所
本
所
別
棟
２
号

館
21
号
会
議
室

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
へ　
　
　
　
　
　

資
格
取
得
の
た
め
の
助
成

▼
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金　

■対
看
護
師
、

准
看
護
師
、
調
理
師
等
の
資
格
取
得
の
た
め

の
養
成
機
関
に
１
年
以
上
通
学
す
る
方
（
最

長
４
年
間
）　

■
支
給
額　

月
額
７
万
５
０

０
円
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
月
額
10

万
円
）　

■他
同
給
付
金
を
受
給
の
方
を
対
象

に
助
成
制
度
（
生
活
応
援
給
付
金
〈
■
支
給

額　

月
額
５
万
円
〉、
住
ま
い
応
援
給
付
金

〈
■対
民
間
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で
い
る
方　

■

支
給
上
限
額　

月
額
２
万
円
〉）
あ
り

▼
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金　

■対
就
職
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
、
指
定
の
教
育
訓

練
講
座
を
受
講
し
た
方　

■
助
成
額　

受
講

料
等
の
60
％
の
額
（
上
限
20
万
円
〈
雇
用
保

険
法
で
定
め
る
一
般
教

育
訓
練
給
付
金
を
受
給

で
き
る
方
は
、
そ
れ
を

差
し
引
い
た
額
〉）　

■申

本
所
子
育
て
推
進
課
☎

35
‐
１
２
９
１

来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

各
日
午
後
に
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
、
９

月
上
旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

期
日

会
場
（
お
住
ま
い
の
学
区
等
）

９月
14
日
○水
西
郷
小
（
同
小
学
区
）

15
日
○木
斎
小
（
同
小
学
区
・
黄
金
小
学
区
）

大
山
小
（
同
小
学
区
）

16
日
○金
藤
島
小
（
藤
島
地
域
）

21
日
○水
京
田
小
（
同
小
学
区
）

22
日
○木
朝
暘
四
小
（
同
小
学
区
）

豊
浦
小
（
同
小
学
区
）

27
日
○火
あ
さ
ひ
小
（
同
小
学
区
）

30
日
○金
朝
暘
五
小
（
同
小
学
区
）

10月
４
日
○火
櫛
引
西
小
（
櫛
引
地
域
）

５
日
○水
朝
暘
三
小
（
同
小
学
区
）

大
泉
小
（
同
小
・
上
郷
小
学
区
）

６
日
○木
朝
暘
二
小
（
同
小
学
区
）

７
日
○金
広
瀬
小
（
羽
黒
地
域
）

12
日
○水
あ
つ
み
小
（
温
海
地
域
）

13
日
○木
朝
暘
一
小
（
同
小
学
区
）

湯
野
浜
小
（
同
小
学
区
）

14
日
○金
朝
暘
六
小
（
同
小
学
区
）

26
日
○水
に
こ
♥
ふ
る
（
未
受
診
者
）

■対
平
成
28
年
４
月
２
日
～
29
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
（
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
避
難
等

で
本
市
に
住
所
の
な
い

児
童
も
受
診
が
必
要
で

す
）　

■問
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐

４
８
６
５
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税
・
年
金

固
定
資
産
所
有
者
の
死
亡
に

伴
う
手
続
き
忘
れ
に
注
意

　

土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

相
続
人
な
ど
固
定
資
産
税
の
新
た
な
納
税
義

務
者
（
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
は
相

続
人
の
代
表
）
は
、
納
税
義
務
者
変
更
申
告

書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■申
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
８　

■他
申
告

書
は
本
所
課
税
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
に
設
置
。
市
HP
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可国

民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
に
つ
い
て　

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
令
和
４
年
度

は
月
額
1
万
６
、
５
９
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給

時
に
、
納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を

年
額
に
加
算
し
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
・

繰
下
げ
受
給
す
る
場
合
は
、
付
加
年
金
も
老

齢
基
礎
年
金
と
同
率
で
減
額
ま
た
は
加
算
さ

れ
ま
す
。

■対
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
（
国
民
年
金

基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
を
除
く
）　

■問
鶴

岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本
所
国

保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
～
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
内
「
庄
内

南
部
地
域
地
下
水
利
用
対

策
協
議
会
」
事
務
局
☎
35

‐
１
２
４
７

防
災
ベ
ッ
ド
の
実
物
を
展
示
し
ま
す

　

防
災
ベ
ッ
ド
は
睡
眠
中
に
発
生
し
た
地
震

か
ら
命
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
開
発
さ
れ
ま

し
た
。
木
造
住
宅
が
倒
壊
し
た
と
き
、
安
全

な
空
間
を
確
保
し
ま
す
。
防
災
グ
ッ
ズ
等
の

展
示
も
行
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■日
８
月
２
日
○火
～
16
日
○火　

■場
市
役
所
本
所

■問
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４
３
２

だ
だ
ち
ゃ
豆
が
旬
を
迎
え
ま
す
！ 

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」

　

だ
だ
ち
ゃ
豆
は
枝
豆
の
中
で
も
甘
味
・
う

ま
味
が
強
く
、
夏
バ
テ
予
防
や
美
容
に
も
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鶴
岡
で
は
８
月
に
「
甘
露
」「
白
山
」
等

の
品
種
が
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
地

元
の
旬
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

■
理
由　

▽「
だ
だ
ち
ゃ
」
は
方
言
で
「
お

や
じ（
パ
パ
）」を
意
味
し
、「
８
８
」は「
パ
パ
」

と
読
め
る
か
ら　

▽
数
字
の
「
８
」
が
２
粒

さ
や
が
多
い
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
特
徴
を
表
し
て

い
る
か
ら　

▽
旬
の
お
い
し
い
時
期
だ
か
ら　

■問
本
所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
６

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
、
瞬
時

に
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
等
と
間

違
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
8
月
10
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ

は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
３
回
→

「
こ
ち
ら
は
、
防
災
つ

る
お
か
で
す
」
→
チ
ャ

イ
ム
音　

■問
本
所
防
災

安
全
課
☎
35
‐
１
２
０

４
あ
な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い　
　

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を
募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■対
次
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年
以
上
の

経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従
事
し
て

い
る　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向

上
及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者

の
模
範
に
な
っ
て
い
る

■申
８
月
31
日
○水
ま
で
推

薦
書
を
本
所
商
工
課
☎

35
‐
１
２
９
９
へ　

■他

市
HP令

和
５
年
鶴
岡
市
成
人
式

■日
来
年
１
月
８
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
荘

銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■対
平
成

14
年
４
月
２
日
～
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

■問
社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁

舎
）
☎
57
‐
４
８
６
６

■他
式
の
名
称
は
変
更
予
定
。

市
HP農

薬
・
薬
品
を
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

　

燃
や
さ
な
い
ご
み
は
、
作
業
員
の
手
で
選

別
・
確
認
作
業
を
行
い
ま
す
。
農
薬
や
化
学

薬
品
の
入
っ
た
容
器
が
混
入
す
る
と
、
作
業

員
の
事
故
の
原
因
に
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

　

農
薬
や
化
学
薬
品
な
ど
の
、
危
険
性
の
あ

る
物
は
市
の
施
設
で
は
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

家
庭
菜
園
な
ど
で
使
用
す
る
際
は
、
適
正
量

の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
使
い
切
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
販
売
店

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
22

‐
２
８
４
８

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。


